
実 施

令和8年1月31日　まで

※　工事完成検査について

契約工期内に工事完成検査を受け引渡しするものとする

（完成検査予定日　令和8年1月20日予定）

　図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて公共建築工事・電気設備工

２　特記仕様

）項

）特

目、当該図又は当該表を表す。

１）項目は、番号に印のついたものを適用する。

２）特記事項は、・印のついたものを適用する。・印のつかない場合は※印のつ

いたものを適用する。・印と※印のついた場合は共に適用する。

報告の上、指示に従うこと。

・ 　請負業者は、監督職員と随時打合せを行い、工程の確認・調整及び

工事の円滑な進捗を図ること。

・ 　工事にあたっては、騒音規制法、振動規制法等の関係法令を遵守し

必要な措置を講ずること。

・ 　工事施工中によきせず事態や疑義が生じた場合は、直ちに監督職員

適用基準 ・

一般事項１

特　記　事　項項　　目

３）特記事項に記載の〈　〉内の表示番号は、それぞれ「標準仕様書」の当該項

２

・

事・機械設備工事標準仕様書・建築改修工事・電気設備改修工事・機械設備改修工事

項　　目 特　記　事　項 項　　目 特　記　事　項

発生材の処理等

・引渡しを要するもの（　　　　　　　　　　　　）

・特別管理産業廃棄物（　　　　　　　　　　　　）

・再資源化を図るもの

受入施設名 備考

するのもではない。なお、上記によらない場合は監督職員と協議する

こと。また、処理、処分に先立ち処分場等の受入可否を確認すること。

※　適用しない電気保安技術者 ・　適用する

施工条件

・　特になし

部位別施工順序 ※　指定しない ・　図示による

工事用車両の駐車場

資機材置場所

関係機関との協議の未成立事項

関係機関との協議結果・特定条件の付加

・　無

・　有（内容：　　　　　　）

※　工事車両の駐車場及び資機材置場については、関係機関との調整の

監督職員の承諾を得ること。施工場所以外での駐車等は厳に慎むこと。

関連工事による施工時期の調整

公害対策

ての施工条件

公害防止（振動、騒音、水質等）の施工方法、作業時間等の制限につい

・　無

排出ガス対策型建設機械の原則使用

仕様書に示す建設機械は排ガス対策型を使用しない場合は、変更契

約の対象とする。

安全対策

占用埋設物と近接工事による施工方法、作業時間の制限

・　無

交通安全施設等の指定

本工事の施工に際し、工事着手後原則として作業員の全員参加によ

り、月当たり半日以上の時間を割り当て、安全訓練等を実施すること。

メージアップ

工事現場のイ

事故報告

安全訓練等の実施 ※　実施する ・　実施しない

受入れ施設名・所在地（ｋｍ）

所在地（Ｋｍ）

９

８

６

〈１．３．８〉

〈１．３．３〉

・　行う（内容：　　　　　　　　　　　　） ・　行わない

〈１．３．７〉

除いて監督職員の承諾を受ける。

　特定のものが特記された場合は、設計図書に規定するもの又は、

これらと同等のものとする。ただし、同等のものとする場合は、監

督職員の承諾を受ける。

建築材料等

※　本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能有する

環境への配慮

※　本工事の施工に使用する材料の選定及び施工に当たっては、「県

有施設のシックハウスマニュアル」に留意し、揮発性有機化合物の

の放散による健康被害に配慮する。

※　ホルムアルデヒド仕様

使用する材料のホルムアルデヒドの仕様は以下のとおりとする。

内装工事に使用する塗料及び接着剤：科学物質等製品安全データ

ルマリン不使用が明示され

たもの。

建築材料等

　各標準仕様書等に記載されていない特別な材料の工法は、当該製品の

指定工法とする。

特別な材料の

工法

　枠組足場を設置する場合、手摺り先行工法に関するガイドライン（厚

（二段手摺り及び幅木の機能を有するもの）を設置しなければならない。

墜落・転落の

防止

なお、これによりがたい場合には、設計図書に関して監督職員と協議し

なければならない。

　請負業者は、電波法令を遵守し不法無線局を搭載した車両を使用して

はならない。

不法無線局の

排除

を下請負人等としてはならない。また、暴力団等から不当介入を受けた

場合は速やかに警察署に通報するとともに、発注者に報告するものとす

ること。なお、このことは、下請負人等に対しても指導すること。

暴力団の排除 　請負業者は、亘理町暴力団等排除措置要綱を遵守し、暴力団関係者等

は監理技術者

の専任を要し

ない期間

　請負契約の締結後、現場施工に着手するまでの期間（現場事務所の設

置、資機材の搬入又は仮設工事等が開始されるまでの期間）及び工事完

成後、検査が終了し事務手続き、片付け等のみが残っている期間につい

ては、主任技術者又は監理技術者の工事現場への選任を要しない。現場

施工に着手する日については、請負契約の締結後、監督職員と打合せに

おいて定めること。検査が終了した日は、町が工事の完成を認め、請負

業者に通知した日とする。

主任技術者又

その他 　不明な点、特記仕様書に記載のない事項に関しては、監督職員と協議

すること。

生労働省平成１５年４月策定）に基づき、働きやすい安心感のある足場

ものとし、その材料にＪＩＳ又はＪＡＳのマーク表示のある場合を

普通合板、複合フローリング等：ＪＡＳ　Ｆ☆☆☆☆

パーティクルボード、ＭＤＦ（中質繊維板）：ＪＩＳ　Ｆ☆☆☆☆

クロス類：ＪＩＳ　Ｆ☆☆☆☆

シート（ＭＳＤＳ）等にホ

ともに、別に指示する「事故報告書」を指示する期日までに監督職員に

提出する。

　工事の施工中に事故が発生した場合は、直ちに監督職員に通報すると

〈１．３．１０〉

〈１．４．２〉

〈１．４．１〉

建設リサイクル法

　請負者は、分別解体等省令でさだめる様式第一号別表１～３のうち

る７日前までに監督職員に対し説明書を提出するものとする。また、

特定建設資材廃棄物の再資源化が完了したときは、建設リサイクル法

・その他の廃棄物（管理型）（　　　　　　　　　）

受入れ施設名・所在地（ｋｍ）

第１８条に基づいて書面により報告すること。

　上記の処理、処分は設計積算上の条件明示であり、処理施設を指定

当該工事に該当する別表及び及び工程表を作成し、その工事に着手す

※対象外工事

・対象工事

〈１．３．７〉〈１．３．１１〉

〈１．３．７〉〈１．３．１１〉

・　無

・　無

種　類

・有（別途協議）・　無

・有（内容：　　　　　　　　　　）

〈１．３．５〉

５

・　無

１　共通仕様

Ⅱ　工　事　仕　様

標準仕様書・（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　最新版）による。

・　無

　亘理町建設工事執行規則（平成 2 9 年 4 月亘理町規則第 6 号）

10

11

12

13

14

15

16

17

18

７

・　有（内容：　　　　　　）

・現場において再利用を図るもの（　　　　　　　　　）

発生材の処理

特　　記　　仕　　様　　書
Ⅰ　工　事　概　要

　宮城県建設工事元請・下請関係適正化要綱（令和 5 年 3 月 1 日改正）

・

既成工期

　受注時・変更時及び完了時にあらかじめ監督職員の確認を受け、登

録手続きを行い、工事カルテの受領書を監督職員に提出すること。の登録

　適用する（請負積算額が５００万円以上の場合）

（請負額が２，５００万円未満の場合は受注時のみ）

工事実績情報（

ＣＯＲＩＮＳ）

〈１．１．２〉

〈１．１．４〉

３

　適用しない

工事工期より　　　　　　日前

・

※

・

４

　建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　令和 4

年度版）

　宮城県建築工事写真撮影要領（宮城県土木部制定　平成１２年度版）

施工時間の制限

・有（　　　　　　　）監督員と協議

受入れ施設名・所在地（ｋｍ）

監督員と協議

監督員と協議

・有（　　　　　　　）

・有（　　　　　　　）

・　有（内容：　　　　　　　　）

１　工事番号

２　工事名称

３　工事場所

４　工　　期

都市計画区域（・内　・外）５　用途地域等

防火地域（・防火　・準防火　・指定なし　・２２条地域）

６　主要用途

７　工事の内容

亘理町

・その他廃棄物（安定型）（　　　　　　　）

宮城県環境事業公社（　　　ｋｍ）

令和7年度

＜令和7年度版　特記仕様書　亘理町都市建設課建築宅地班＞

・　有（内容：　　　　　　　　　　　）

鳥の海公園更衣室新築工事

第　10140014　号

逢隈牛袋字南西河原2-6

用途地域（　第1種住居地域及び準工業地域　）

その他地域・地区

中学校

グラウンド改修

バックネット設置　H＝5.0m　L=16.0ｍ　1か所

校庭改修　粒度調整改良真砂土　A=5,000㎡

野球場内野改修　野球用黒土　A=2,000㎡

テニスコート改修　テニスコート用赤土混合土　A=1,400㎡

８　施工条件 別記のとおり

ラインテープ、ネットポスト　2面

逢隈中学校グラウンド改修工事

マウンド築造、ホームベース、塁ベース、ピッチャープレート

A-001

-

令和7年度

特記仕様書

設 計調 査 工 事 名 称

図 面 名 称

全 葉 図面　Ｎｏ

Ｓｃａｌｅ



令和7年度 逢隈中学校グラウンド改修工事

特記仕様書（別記）

工事番号

工事名称

施工条件明示

週休２日工事の適用の有無

（１）週休２日工事 対象

なお、週休２日工事の形式については下記（２）のとおりとする。

令和６年４月から建設業に適用されることえを踏まえ、令和６年４月に

は、維持工事等も含めて、週休２日の確保を目指すことから「週休２日

に基づき行うものとする。

１

改正労働基準法（平成３０年成立）による罰則付きの時間外労働規制

・ 週休２日工事の対象工事の場合は、亘理町「週休２日工事」実施要領

２

・ 対象外工事 実施困難工事の理由

・

・週休２日工事に適さないと判断される工事

その他、町長が特に必要と認める工事

（例）

応急復旧工事のため早期に工事を完成させる必要があり、週休２日工事が

困難なため。

応急仮復旧工事など緊急工事

その場合は「対象外工事」として、下欄にその理由を記載する。

工事」での発注を原則とする。

ただし、応急復旧工事などの場合は、例外的に週休２日工事としない

ことも可能とする。

発注者指定型

・

・

現場閉所型

交代制

・

通期の週休２日促進工事

（２）週休２日工事の型式・種別

（３）週休２日工事の仕様及び

提出資料について

当初設計においては、複合単価、市場単価、補正市場単価、物価資料

費の全部について、設計変更により減額するものとする。

の掲載単価について、補正率を乗じた複合単価を使用し積算する事とする。

週休２日工事の要件を達しない場合は、補正率を乗じて算定した分の経

現場閉所の日数が４週間につき８日以上の休日（通期の週休２日）を確保

する旨を施工計画書に明記し、休日等取得実績書の提出及び計画工程表

に計画している休日、休暇（以下休日等）を記すこと。

対象期間（現場施工に着手した日から現場施工が完了した日）を通じ

・

※ 休日等取得実績書については、宮城県土木部「週休２日工事」実施要

領の様式を参考に任意で作成すること。

対象期間の開始日から月毎に休日取得の実績が確認できる休日等取得

実績書を作成の上、発注者に提出すること。

第　１０１４００１４　号



実 施

敷きならし・締め固め（ベース間測量・マウンド築造共）

すきとり　h200～300

野球場内野

グラウンド改修　A=2,000㎡（CAD求積）

野球場黒土（敷きならし材）

ホームベース工　1か所

塁ベース工　3か所

ピッチャープレート工　1か所

ピッチャープレート

マウンド工

ホームベース

塁ベース

塁ベース

野球場内野

バックネット工

塁ベース

グラウンド（校庭）

コンクリートブロック壁面　ウレタン樹脂製保護マット仕上げ

すきとり　h200～300

ラインテープ撤去　2面

ラインテープ工　2面

テニスコート用赤土混合土（敷きならし材）

ネットポスト工　2面

敷きならし・締め固め（コート測量共）

テニスコート

グラウンド改修　A=1,400㎡（CAD求積）

テニスコート

ネットポスト

ラインテープ

コンクリートブロック壁撤去　H=1.0　L=14.4m　t150

基礎撤去（CB基礎・フェンス控柱）

バックネット H=5.0ｍ Ｌ=16.0m

コンクリートブロック壁　H=1.0　L=16.0m　t150

グラウンド

グラウンド改修　A=5,000㎡（CAD求積）

すきとり　h200～300

敷きならし・締め固め

粒度調整改良真砂土（敷きならし材）

バックネット

特記事項

バックネット撤去 H=5.0m L=14.4ｍ

野球場・テニスコートの整備については、公益財団法人　日本

スポーツ施設協会が発行する、「屋外スポーツ施設の建設指針

（令和5年改訂版）」を参照し施工すること。

⑤プール付属棟

プール

④部室

廊下

開放

-70

-30 -30

校門

+50+50

+50

+50

+50+50

+100

+100

-30

町
道

(
法

42
条

1項
1
号

道
路

)

隣
地

境
界

線

隣
地

境
界

線

隣
地

境
界

線

第一種住居地域

準工業地域

隣地境界線

隣
地

境
界

線

+50 +50

③体育館(準耐火ロ-2)

±0 ±0

道
路

境
界

線

5,200

道路幅員

13.51ｍ

町道(法42条1項1号道路)

-100
-100

道路境界線

1,800

12.20ｍ 36.75ｍ
道
路

幅
員

1
0
,
1
6
0

10.94
ｍ

9.41ｍ

27.53ｍ -100

-100

国土地理院:

N

基準点測量成果に基づく

グラウンド

A-002

設 計調 査 工 事 名 称

図 面 名 称

全 葉 図面　Ｎｏ

Ｓｃａｌｅ

令和7年度 逢隈中学校グラウンド改修工事

配置図 S=1/500



実 施

捨てコンクリート
t50
砕石地業　RC-40
t150

砕石地業　RC-40　t150
捨てコンクリート　t50

t150
コンクリートブロック

H＝1000　t150
コンクリートブロック壁

A-003

BB1（B2）
（ ）は長手

D

D

GL

ベース筋

縦筋

横筋

F2

コンクリートブロック壁基礎

350 × 200 

位置 フェンス基礎

B × D

S=1/30

符号

断面リスト

F1

D10 @ 400

D10 @ 400

4 - D10

断面

135

2,0002,0002,0002,000

2,
00
0

2,
00
0 2,000

2,000

F1
F2

650 × 1000 ×1000

φ3.2×40mm目
菱形金網

胴縁材 R付L-40x40 t3 爪付

鉄線 φ4

ネットホルダー 30×13

胴縁材 R付L-40x40 t3 孔付

柱(VC) 　　

L=6177

5
0
0

5
0
0

5
0
0

5
0
0

5
0
0

3
0

1
,
0
0
0

4
,
0
3
0

5
,
0
3
0

2,000 2,0002,000

1
5
0

9
5
0

3
,
0
0
0

1
,
2
0
0

1
,
7
3
0

1
,
0
0
0

5
0
0

3
0
0

1,380

45

壁用防護マット
t50　ゴムシート＋ポリスチレンフォーム

6
0
0

205

1
,
0
0
0

6
0
0

フェンス基礎伏図　S=1/50

フェンス詳細図（正面）　S=1/50 フェンス詳細図（側面）　S=1/50

650 650 1,000

壁用防護マット
ｔ50

GL

GLGL

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

設 計調 査 工 事 名 称

図 面 名 称

全 葉 図面　Ｎｏ

Ｓｃａｌｅ

S=1/50、30

令和7年度

バックネット詳細図

逢隈中学校グラウンド改修工事


